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生　産　研　究

ベビー・ロケット用フロート

成沢一男・宇川 彰

　ベビー・ロケッ

ト用フロート製作

に当ワての設計条

件は

　（1）回収重量

　エソジソ部は切

捨てるので回収重

量約3kg．

　（2）　フロート

重量および折畳容

積ロケヅト内に

収容するためで

きるだけ軽く重量

500gr内外，折畳容

積75　φ×250彫．

本体布重量
250grtm2

同強度

本　　体　　布
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　（3）落下傘開傘後CO2ガスにより7ロートを膨脹

させる，

　（4）落下傘およびフロートは火薬にてロケッ1・より

押出すために堅牢および耐熱性を必要とする．

以上の条件を満たすために次のように設計製作した・

1．　フロート（第1図）

　形状は円筒形，球型，ドーナッ型等ヵあるがCO2ボソ

ベ取付，落下傘との連結および海上浮遊状態等を考慮し

てドーナツ型とした．浮力｛．よ3～4kgではフP一トが小

型過ぎるので回

収時の発見の難

易折畳容積，ボ

’vべ容量等より

浮力を9．5kgと

した．フロート

材料はナイロソ

布地に合成ゴム

（ネオプレソ）を

塗布し熱処理し

た黄色のものを

使用し特殊の接

着剤により成形

加工を行ワた．

フロートのみの

重量は160grで
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材料性能は上の如きものである．

2．充気装置（第2図）

　フロートの膨脹には液化炭酸ガスを用い落下傘開傘時

のshQckを利用してCO2ポソペの開口機構を働かせる

ようにした．開口

機構にはレパ＿式　　　　2　　　～5

とカム式の2種あ

るが本フロートに

は折畳容積および

重量に制限がある

から4塑のレパー

式を採用し作動力

は3kg以下とし

た，CO2ボンベは

懇磁8！．’h
瓢。1°雑　し』

た・金具各部etク①・バー②ピン

Pム鍍金をほどこ　⑤パッキン　⑥止輸

し耐腐性とした，　⑧スプyング第　2

重量はボソベ共250grとした．
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　　図

3．落下傘，フロート，ロケ・ソトのCombimation〔第ユ図）

　図の如く作動索およびVケット吊索の長さ合計よウ主

累を長くしてあり落下傘開傘時のshockガ直接作動索

により開口機構のレバーに働くと共に作動索が切断し，

海上に落下後3本の吊索によリロケットを水中に吊り下

げるようにした．開傘sh。ckは309と推定するとvケ

ット回収部重量は約3kgなるため10Dkg近いカがレバ

ーにかかり開口機構を破壊する恐れがあるので作動索は
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第8巻　第4号

レバーの作動と共に切断するように抗張力14kg伸5％

の綿糸を使用した．

4．付　属　品

　（1）　フロート保護具

　地上実験の結果，火薬にょるロケット切断時のshock

が意外に大きく開口装置金具ボブロートに当り穴を生じ

たので，その付近を帆布製エプロソで保護し，また金具

頭部にゴム製Capをはめ破郭を防止した．

　（2）　ダイマーカー（フP一レッセソデナトリ＝一ム）

　海上においてロケット回収の際海水を黄緑色に着色

拡散せしめ，フPt・一トの発見を容易にするため約10grを

付属さした．着色有効時間は20～30分である．

5．　秋田における実験結果および今後の方針

　Fケットが空中において切断，押出された落下傘の開

傘shockにて完全に開口機構が作動しブロートがドーナ

ツ型に膨脹し海上に落下と同時に付近海面がダイマーヵ

一にょり変色したのが望見された．その後Pケットが回

収されるまで完全に浮遊しており回収時の膨脹状態は80

　　　　　　　科　学　者　の　風流

　　　　　　一ペビーR時の思い出話一

　　◇　矢内原総長が道川へ見えられた日（11月2日）

　は，ベビーR－2号槻の飛しよう試験が予定され・てい

｛た．強い西風が吹き，時々棒のような雨をともなって

目る・この状態で゜ケ・トを打上げると開傘したパラ

1シュートは・風に押しもどさ・”て陸地に落ちることに

匝・・緬で回収・い・実験目的が果・撫・・とに

1…撮・・糸・搬螺内で飛・・う場の籠設

～を見学され，テント内にもどって時を待たれた，この
1頃地・r［の中学校と小学校の両校長が来揚さt・．たので，

．）　　　　　　　　　　　　　　，

轡長はに碗へのご縁と醜のあv’さつems“e・　e

l筆の色紙をそれぞれへ贈られた．荒涼索漠たる砂丘の
ご

　上の飛しよう揚，しかも寒いあらしの吹きまくっていi、，，，．、の。。繭、。。，。ばし周囲。燵。心

1にあたたかい共感を与えたようであった．なおこの写i

1真は総務班が預ウたおり，
1・．

霧幸ザ声
心島き煮

カメラに二おさめておいたも
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％位であった．点検の結果次のような今後の対策をたて

た．

　（1）開口機構

　各実験共レバー作動索が切断されずレバーのピy（憐

青銅3％，φ抗張力約100kg）が切損していた．設計の

際shockを30？として一応十分の大きさにしたのであ

るが，折損状態よりして相当のshockがかかったものと

思われる．植村置教授はshockを100gと判断された，

　今後は作動索が作動と同時に引き抜けるように開ロ機

構を変更する．

　（2）　フロート本体

　戸ケット切断押出時および海上の回収時にフロー｝

破損の懸念があるので二鯉壁のフロートにしたい．ただ

し重量および折畳容積が大きくなる．

　（3）　ダイマーカー

　一応成功をおさめたが有効時間30分ではあまりに短

か過ぎるので検討中である．現在は粉末であるがゲノレ化

せしめて固形にし溶解度を幾分押えて有効時間を延ばし

たい．米国製は有効時間1．5～2時間であるがこの方法

によると20時間以上になる予定である，（1956，2．ユ8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　◇　道川の飛しよう揚のテント内には，小黒板がか

かワていて毎日その目の実験日程や連絡事項が細々と

書かれるのである，ある日，この黒板に文学的文言が

書かれてあワたので，みんなの目をひいた＿　ゲ空高く

想ひはるけし秋の’ta　／1作者は糸川教授で，教授の説明
。よると，．の鵤天地．。三。。詠。だ、。で．｛

観測ロケットの成功は，この三位一体の協力がなけ脚

蕪旨叢；繰尿二雛箭、繍i

て・…にの…嚇碗・回・・鋤・
を語・たという謝消臨1，2噺聞紙上レこ紹

されたようである．

　24時間的研究活動を続けらネレる糸川教授力》ら，　風流

や信仰の一面を見出すことはtめずらしいことに思わ

ib」る．　観沢1年への成功ということは，　教授の一大目標

で，それは信仰的な心持で1青熱を打ちこんでいr）S，L

る．　　そう見・と・三幽体噺・を・め鰍の伽・i

駄殿・い・より鈴ご信仰の発露しktuの・推i

察できる，また，科学の粋をあっめた精密機器ロケソ　i

ト艸へ方位神社ηお札を入れて，空中謙しよ引
、i，、f：思いつttsど汰駅虹ての舗を示すも蹟

（・，信仰、．，よ，．n．。科学都レ、風流、考訟

たのである．（J．s．）　　　　　　i
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